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名古屋⼤学における
2020年度LMS利⽤ログ分析ならびに
学習活動分析に向けた今後の展開
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• NUCT(Sakaiをベースに独⾃開発)を軸とした⽀援システム
• 継続した運⽤ ＋ 新システムの導⼊による機能の拡張

2010年：NUCT全学運⽤開始
2014年：動画配信システム連携開始
2015年：教務システム連携機能強化
2017年：かみレポシステム連携開始
2020年：Sakaiバージョンアップを実施



NUCT利⽤状況
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40

2020

2020年度
• 講義サイト数：約7,000
• 利⽤率：約80%

• 春学期：83%
• 秋学期：74%2019年度以前：40%未満

ひと⽉当たりのアクセス数が100回以上あった講義サイト数
⾃動登録された講義サイト数

利⽤率 ＝

全学部講義
⾃動登録開始

全学オンライン授業
(オンデマンド型推奨)実施



利⽤頻度分析：NUCTサーバアクセス数

3

春
学
期

(4
/1

7〜
8/

07
)

ア
ク

セ
ス

数
12M

10M

8M

6M

4M

2M

0

4/
17

⾦

4/
24

⾦
4/

20
⽉

5/
01

⾦
4/

27
⽉

5/
08

⾦
5/

04
⽉

5/
15

⾦
5/

11
⽉

5/
22

⾦
5/

18
⽉

5/
29

⾦
5/

25
⽉

6/
05

⾦
6/

01
⽉

6/
12

⾦
6/

08
⽉

6/
19

⾦
6/

15
⽉

6/
26

⾦
6/

22
⽉

7/
03

⾦
6/

29
⽉

7/
10

⾦
7/

06
⽉

7/
17

⾦
7/

13
⽉

7/
24

⾦
7/

20
⽉

7/
31

⾦
7/

27
⽉

8/
03

⽉

秋
学
期

(1
0/

02
〜

2/
09

)
ア

ク
セ

ス
数

8M

6M

4M

2M

0

10
/0

2⾦

10
/0

9⾦
10

/0
5⽉

10
/1

6⾦
10

/1
2⽉

10
/2

3⾦
10

/1
9⽉

10
/3

0⾦
10

/2
6⽉

11
/0

6⾦
11

/0
2⽉

11
/1

3⾦
11

/0
9⽉

11
/2

0⾦
11

/1
6⽉

11
/2

7⾦
11

/2
3⽉

12
/0

4⾦
11

/3
0⽉

12
/1

1⾦
12

/0
7⽉

12
/1

8⾦
12

/1
4⽉

12
/2

5⾦
12

/2
1⽉

01
/0

8⾦

01
/1

5⾦
01

/1
1⽉

01
/2

2⾦
01

/1
8⽉

01
/2

5⽉
01

/2
9⾦

02
/0

5⾦
02

/0
1⽉

02
/0

8⽉

1限 2限 3限 4限 5限 授業外途中緩やかに減少していき
終盤にかけて増加する傾向

秋学期も同様の傾向

8/
07

⾦

秋学期のアクセス数は春学期の7割程度



利⽤者数分析1：1時間あたりのログイン回数
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タイムアウト設定変更（90分）
4⽉17⽇10時台：14,025回
レスポンス低下→Sakaiシステム増強・設定調整

1⽉29⽇10時台：14,371回
レスポンス低下→ DBシステム増強・設定調整

緩やかに減少する傾向

緩やかに減少する傾向

✕

✕
アクセス数と⽐べ学期末の増加傾向は⼩

≈ 利⽤者数 利⽤頻度



利⽤者数分析2：1⽇におけるログイン回数傾向
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授業開始時間に合わせて
ログインする傾向あり

参考：
利⽤者数(異なりログイン数)は約10,000⼈／⽇

5

夜間も利⽤



利⽤者数分析3：ログイン回数傾向の経時変化
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⽇によるばらつきが⼤きい傾向あり

秋学期は授業開始時間に合わせて
ログインする傾向がより顕著
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⼤局的な学習⾏動パターンは
年間を通して概ね安定



教材分析1：教材コンテンツの作成状況
• 「リソース」(教材共有ツール)にアップロードされたデータに着⽬
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秋学期は春学期の7割程度
• ⽂書：約0.25倍
• プレゼン：約0.5倍
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2020年度を通してみると
• PDF：約62,000
• プレゼン：約11,000
• 動画：約5,300
の教材コンテンツが作成



教材分析2：動画配信システム利⽤状況
• 公開範囲を設定したストリーミング配信が可能

• ⼀般公開
• 学内限定公開（名⼤IDによる認証機能）
• 受講者限定公開（NUCTとの連携機能）
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2020年度：2,000本弱
内訳
• ⼀般公開：228本
• 学内限定公開：400本
• 受講者限定公開：1,315本

(利⽤講義数：288)
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機能拡張を実施



学習活動分析に向けた今後の展開
• LMS利⽤ログに加えて教材コンテンツ利⽤ログの活⽤へ

• 2020年度教材数 ＝ PDF約62,200 ＋ プレゼン約11,000 ＋ 動画約7,300
• 動画視聴ログ活⽤例：第17回NIIシンポ「学習活動分析の試み」⼾⽥ 他

学習活動分析を想定し，より積極的に学びビッグデータを創出できないか？
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N次教材創作・配信システム：NUTube

• 学⽣による教材N次創作を⽀援するシステム
• 教員の教材(講義動画等)を元に学⽣の視点で教材を作成し公開

• 「削ってみた」「説明してみた」「解いてみた」など
• 教える側に⽴つ「場」と「遊び」の要素を提供

• 教材N次創作プラットフォーム
• 動画編集・作成を⽀援

• 教材配信プラットフォーム
• PDFおよび動画に対応
• コメントや評価などのコミュニケーション機能の実現
• 閲覧・視聴ログや教材間の関連性などを含む学びデータを収集

• 教えながら学ぶ環境の構築

• 運⽤を通して新たな学び⽀援サービスの実現へ
• 多種多様な教材コンテンツの創出
• 能動学習，適応学習，リカレント教育に向けた学び⽀援AIの実現

• 2020年度末に導⼊
• 2021年度試験開始予定
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まとめ

• 2020年度NUCT利⽤ログの分析
• オンライン授業の実施に伴いNUCT利⽤率は4割から8割へ急増
• アクセス数やログイン回数の分析により利⽤頻度や利⽤者数を推察し

代表的な学習活動パターンを把握
• 教材コンテンツに⽤いられる主要なファイル形式および総数を調査し

教材作成状況を把握

• 今後の展開
• LMS利⽤ログ＋教材コンテンツ利⽤ログの積極的活⽤
• N次教材配信・創作システム「NUTube」

• 教えながら学ぶ環境の実現へ
• 多種多様な教材コンテンツの創出および学びビッグデータの活⽤へ
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